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ま
だ
猛
暑
が
残
る
中
で
の
９

月
議
会
で
し
た
。
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
は
毎
年
全
国
の
ど

こ
か
で
豪
雨
災
害
が
絶
え
ず
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
町
内

で
も
佐
賀
保
育
所
で
園
児
の
帰

宅
を
ボ
ー
ト
で
運
ぶ
と
い
う
冠

水
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
常
で
は
ま
だ
ま
だ
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し
で
す
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
自
己
責
任
が
厳

し
く
問
わ
れ
る
（
自
助
）
の
で

は
な
く
、
皆
で
助
け
合
い
、
支

え
合
う
暮
ら
し
と
政
治
（
公

助
）
の
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
大
西
前
町
長
の
「
一

人
も
取
り
残
さ
な
い
政
治
」
で

あ
り
、
こ
の
思
い
は
町
民
の
中

に
根
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
松
本
新
町
長
の
下
で
も
引
き

継
が
れ
、
新
た
な
船
出
と
共
に

漕
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
（
宮
地
　
葉
子
）

アーカイブ No.5
※アーカイブとは、重要記録を保存・活用し、未来に伝達することです。

　大方・馬荷地区は、国道56号から蛎

瀬川沿いに５㎞程北に入った下馬荷、

中馬荷、福堂の3地区を合わせた地域

です。谷あいの開けた土地を利用し、

主に農業を生業にして来ました。

大師堂

八幡宮

村祭り

七立栗

馬荷

　夏と秋には馬荷地域三社の氏神様が八幡宮に

集い祭りが行われます。４、５百年も前から伝わ

ると言われる神踊り（子踊り）が奉納されます。

馬荷温泉（冷泉）

　馬荷は蛎瀬川支流の

川原に温泉（冷泉）が湧

き出ています。明治の

頃は「馬荷温泉」として

湯屋が開かれた時期も

あったそうです。今は

汲み上げ場を県道わき

に移設し、地区利用者

も増えました。

　明治の頃は馬荷村とし

て一つの村でした。三組

の氏神、下馬荷「島神社」、

中馬荷「八幡宮」、福堂「須

賀神社」があり、生活の支

えとして、村民の心の統

一、娯楽等が信仰によっ

て培われて、それらは今

も受け継がれています。

　弘法大師が残したと言われる

“七立栗”。七立栗は馬荷で山焼

きしていた後に自生し、焼かれ

る事で幹が大きくならず、 “矮

性”の特質を保つために、人の手

を必要とした作物です。現在は

切り枝で観賞用として本州方面

に出荷もしています。（七立栗生

産組合のパンフより）

弘法大師伝説

　「昔お大師さんが四国遍路の途中

に馬荷の山中で迷い、炭焼きの夫婦

に助けを求めたと。貧しいながらも

心を込めたおもてなしを受け心を

打たれて去っていったと。その後、

裏山に年に7回も実を付ける栗の木

が沢山生えたそうな。

　また杖を立ててあった所には冷

泉が湧いたそうな」

　福堂にはお大師さん（弘法

大師）のお堂があり、昔から

地域でお祀りされています。


